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えきマチ１丁目 折尾

9月29日AM10：00 JR折尾駅に

「えきマチ1丁目折尾」がOPENしました!

毎日の暮らしにちょっとした贅沢感と楽しさ

をお届けする全29店舗がJR折尾駅高架下に大

集合！立ち寄りやすい雰囲気で、折尾に新た

な賑わいを創造します。

ちなみに、駅周辺で配布されているチラシに

載っているキャラクター（通称：おりキャ

ラ）は折尾に実在する方々がモデルだそうで

す！ぜひ探してみてください❣

えきマチ1丁目折尾公式HP

2023年7月 JFS規格「JFS－B」を取得しました

JFS規格は、一般社団法人食品安全マネジメント協会（JFSM）が運営する認証規格です。食のグローバル化とそ

れに伴う世界的な食品安全の標準化が進む中で、日本製食品の国際協力強化とさらなる食品安全管理レベルの向上な

どを目的に策定されました。日本発の安全マネジメント規格のため、日本の企業文化や食文化になじみやすい点が特

徴です。

2021年6月1日より食品衛生法におけるＨＡＣＣＰ制度が完全に義務化されました。その影響を受け、食品卸・小

売事業者が仕入先となる食品製造業に対してJFS－B規格の取得を要求する可能性が高まっています。

JFS-B規格取得はＨＡＣＣＰの7原則12手順を含んだ食品安全管理がなされ安全な食品を製造するための取組みを

向上させることができます。又、取得後も定期的に検査が入ります。

これからも、佐佐井株式会社の小麦粉等のリパック・ブレンド加工商品は安心してご利用いただけます。

佐佐井株式会社では

政府は10月6日、トラック運転手の不足が懸念され

る「2024年問題」に備え、緊急対策をまとめた。荷

主や消費者の意識改革など、一連の施設により24年

度に見込まれる14万人の運転手不足を解消できると

みる。トラック事業者は中小企業が多く、対策が浸透

するかは課題も多い。政府は６日に関係閣僚会議を開

き「物流革新緊急パッケージ」を決めた。①物流の効

率化➁荷主・消費者の行動変容③商慣行の見直し—を

３本柱に据えた。10月中にまとめる経済対策にも反

映し財務面で支援する。

物流14万人不足解消半ば

24年問題、政府が対策決定

「置き配」や鉄道輸送 推進

中小へ浸透課題

ボージョレ 今年はみんな

フランスのボージョレ地区で醸造したワインの

新酒「ボージョレ・ヌーヴォー」が全日本空輸

（ANA）機で羽田空港に到着した。11月16日午前

0時に販売を解禁する。主要な輸入元のサントリーは

前年比64％増の約3万2000㌜（1㌜は750㎖12本換算）

を輸入する。輸送費が下がったことから同社は09年
以来14年ぶりに値下げする。

仏シャルル・ドゴール空港から積み込まれ、独フラ

ンクフルト国際空港を経由した初荷の220㌜2640本が

18日午前8時40分に羽田空港に到着した。23年の国内

ボージョレ輸入量は、22年比2割増の約20万㌜となる

見込みだ。新型コロナウイルス禍からの経済再開で

パーティー需要が増えるとみられており、11年ぶり

に前年を上回る。

サントリーワインカンパニー社長の吉雄敬子氏は

「コロナ禍で集まっていなかったというお客様たち

が、忘れていたヌーボーを飲むきっかけになれば、

家族でも飲食店でも久しぶりのヌーボーを楽しんで

ほしいという。
―日経MJ 2023.10.23－
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